
「たかなべ学校エンパワー環境づくりプラン」（第二期・全体構造）
高鍋町立学校における働き方改革推進プラン

◎学校における教育の質の向上

◎児童生徒の教育の充実

授業を中心とした質の高い教育活動に専念できる環境の実現

教職員一人一人が自分の働き方を見直すとともに、ワーク・
ライフ・バランスのとれた生活を実現し、健康で誇りとやり
がいをもって能力を発揮できる環境を整備

県内一斉の取組

１ リフレッシュデイ、リフレッシ
ウィークの設定
２ 部活動の活動時間及び休養日の
設定
３ 教頭の長時間業務解消への取組
４ 家庭・地域等との連携による業
務の役割分担

高鍋町教育委員会の取組

１ 専門スタッフ等の配置

２ 校務支援システム等の活用

３ 学校・家庭・地域の連携協働

４ 事務職員の学校経営への参画

５ 提出書類等の削減・統合

６ 関係機関との連携・協力体制の構築

７ 勤務時間の客観的把握

８ 勤務時間外における連絡対応等の体

制整備

９ 部活動の地域移行に向けた環境整備

各学校の工夫による独自の取組

１ 管理職による取組の推進
２ 学校全体の取組の推進
３ 教職員一人一人の取組の推進

＊ 高鍋町立学校管理規則に定める時間外業務時間の「上限時間」１月について４５時間、１年について３６０時間

重点目標
・働き方改革への意識・行動の変容
・教職員の時間外業務時間の縮減

重点取り組み事項
（令和８年度まで）

時間外業務時間が１月あたり４５時間未満の教職員の割合を
２５％以上引き上げる。（教頭については目標数値５０％）

◎教職員のウェルビーイングの向上と長時間業務解消
１ 教職員の業務を軽減するための家庭・地域等を含め
た役割分担の推進
２ 教職員が授業を中心とした本来担うべき教育活動
に専念できる環境の整備
３ 教職員一人一人の働き方に対する意識改革の醸成
４ 管理職のリーダーシップによる働き方の推進

県教育委員会
と の連 携

家庭・地域
との連携

基本方針・４つの柱

高鍋町教育委員会

目 的


